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〔編 集 後 記〕
。多年千葉医学雑誌の印刷を引き受けていた印刷所か
ら仕事を中止する旨の報告をうけ，止むなく 52巻6号を
他の印刷所に依頼しました。事情により今回更に印刷所
を変更したため発行が予定よりおくれましたことをここ
にお詑び致します。雑誌は何といっても定期に刊行する
ことが大切であることは充分心得ていたのですが残念で
した。次号からはおくれを取りもどすことが出来ると思
います。。巻頭の綜説は東京築地の癌センターの荒木博士が特
に寄稿して下さったものです。ここに謝意を表します0 
0 前にも一度紹介したことのある“ Writingscien-
tific papers in English"を手にしておりましたら，
次のような記事が目にとまりました。論文を書くときに
は;まず結論から始めよ (beginat the end) という 
adviceです。 
Write down your conclusions as clearly， 
precisely and economically as you can，and 
relate them to the question or hypothesis 
you have been examining. 
論文の書き方は人によってそれぞれ違うでしょうが，
この advice も実行して見ると案外好結果をもたらすよ
うです。。人事に関連して業績目録を見る機会がH寺々あります
が，“ submitecl for publication "という英文の論文
がいくつもあげられていると，一体どの雑誌に投稿し，
果して accept されるのかどうか気になります。上記の
本にも次のように書いてあります。 
Ifyou cite a paper that has been submi-
tted for publication，do not include it in 
the reference list unless you are sure that 
you will be able to change “submi tecl for 
publication" to the name of the journal 
plus “in press" by the time your paper 
is likely to be in proof. 
文献として引用する場合と，個人の業績目録に書く場
合とでは若干違うかも知れませんが，お互に気をつけた
いものです。
(編集委員長 桑田次男)
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